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【授業名・プロジェクト名】「9Rධ㛛」 
１年自動㌴科㸰月１㸷᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴工学」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・自動㌴科�年生を対㇟に、᭱᪂ᢏ術の体感を目的とした9R特ู授業を実施。 

・生徒は0HWa 4XHVW 2を౑用し、᭱ึに教員が「はじめてのクエスト」チュートリアルを実₇し、 

୙Ᏻをᡶᣔする工ኵを行ࡗて実施する。そのᚋ、生徒自身がチュートリアルを実施し、基ᮏ᧯作を 

習得させる。 

・さらに、<RX7XEHの���r動画をど⫈し、9Rᢏ術を活用したᫎീ体㦂を実施。 

・授業ᚋのアンケートでは、9Rのᢏ術について᥎ し、体感したᢏ術の理解を深めるᶵ会となࡗ 

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・授業ᚋアンケートでは、80㸣の生徒がVR ᧯作に័れたと回⟅し、ከくの生徒がVR のἐධ感や

ᢏ術に㦫きを感じていた。 

・特に「手やᣦの動きの認㆑」「ᫎീの❧体感」「どⅬ⛣動による⮫ሙ感」を実感、「なࡐ手の動き 
がࢃかるのか」「VR コントローラーの௙組ࡳ」な࡝ᢏ術への⯆࿡も高まࡗた。 

・VR 体㦂を通じて、᭱᪂ᢏ術にゐれ、実㝿の௙組ࡳについて考えるᶵ会をᥦ౪できた。 
【能力・スキル】 

デジタルリテラシー  

【関連企業】 ࣋クターデࢨイン 

 
【授業名・プロジェクト名】「(9࣋ンチャーから学ぶ」 
１年自動㌴科㸱月㸴᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

自動㌴科の地域ㄢ㢟の中で⎔ቃၥ㢟を取りୖ200(、ࡆのᑠᆺ(9㛤発を通して、)200の᪂ᢏ術の特ᚩ 

を学び中で、㟁Ẽ自動㌴㸦(9㸧の特性を理解させる。また実㌴をぢて㌴୧のコンࣃクトの設ィや㍍㔞 

化の工ኵについても理解させ、)200のᢏ術を他のࣔビリティ㸦バイク・バス・シェアカーな࡝㸧に

も応用できるか考えさせる。 

授業はᗙ学と実習でᵓ成する、๓ẁでC$6(についてㄝ᫂したᚋ、)200の企業概要や)200 21(のᢏ術 
的特ᚩ㸦ステアリングアクセラレーター、イン࣍イールࣔーター、フロートドライブ、 
ス࣡ッピングバッテリー㸧を紹介する。さらに、)200 7:2のコンセプトやコンバージࣙン(9஦ 
業についても学ࡤせる。 

実習では、ᗙ学で学ࢇだᢏ術の☜認やバッテリーのᵓ㐀をほᐹし、)200 21(のヨ஌体㦂を実施。生 
徒඲員がྠ஌し、(9ならではの加㏿特性や㟼⢔性を体感させる。ᮏ授業を通じて、生徒には᭱᪂  

教員によるデࣔンストレーシࣙン 生徒による体㦂 

の㟁動㌴୧ᢏ術やᣢ⥆ྍ能なࣔビリティのྍ能性について理解を深めさせる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒は、㟁Ẽࣔーター、バッテリーᢏ術、インバーターな࡝の基ᮏ的なཎ理を学ぶことがで 
きた。 

・(9 ࣋ンチャーはᣢ⥆ྍ能な஺通手ẁの㛤発に⤖びつく取り組ࡳ活動を実㊶しており、生徒は 
⎔ቃにඃしいᢏ術の㔜要性を理解することができた。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】 株式会社)200 

 

【授業名・プロジェクト名】CASE㸩Ș「᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛」 

㸰・㸱自動㌴科㸱月７᪥㸦金㸧「自動㌴実習」で実施 
【授業の概要・狙い】 

㞄᥋する越生自動㌴大学ᰯで産業実ົᐙ教員でも࠶るすஂಖඛ生に実㌴を౑用しての実㊶的なスキ 

ルの習得を目ᣦす。 

・๓༙では、እ㒊デ᩿ᶵのᚲ要性や᥋⥆᪉ἲを学び、2%'ϩカプラを用いた実習を行う。྾Ẽ ᗘセン 
 サーをእし、'7Cの☜認やデータࣔࢽタを活用した≧ែኚ化のほᐹを体㦂させる。 
・ᚋ༙では、㟁Ẽ自動㌴の普ཬに伴い㔜要性がቑすపᅽ㟁Ẽの基♏とᏳ඲作業を学習。感㟁の༴㝤性や 
⤯⦕用ಖㆤලの活用、㟁Ẽ用ゴ࣒手⿄のⅬ᳨を実施し、ࣁイブリッド㌴・(9ᩚഛのὀពⅬやサービ 
スプラグ取りእしのデࣔをぢ学させる。 

・生徒はデ᩿ᶵの᧯作ᢏ術と㟁ẼᏳ඲の知㆑を深め、௒ᚋのᩚഛ⌧ሙでの対応力を高める㈗㔜なᶵ会と 

ྠ஌体㦂 (9 ㌴の㌴体ᵓ㐀 
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する。 
・ప㟁ᅽを౑用することで、Ᏻ඲に㟁Ẽ回㊰をᢅう᪉ἲを学ࡤせる。これにより、感㟁やⅆ⅏な࡝のリ 

スクを᭱ᑠ㝈にᢚえᏳ඲の理解を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒はእ㒊デ᩿ᶵの᧯作を実㊶し、「᪂㩭で学びがከかࡗた」「実㝿にゐれて理解が深まࡗた」と 
のኌがከく⪺かれた。 

また、పᅽ㟁Ẽについては感㟁の༴㝤性やᏳ඲対⟇の㔜要性を学び、「Ᏻ඲ព㆑が高まࡗた」「㟁 
Ẽ自動㌴ᩚഛにはṇしい知㆑がᚲ要だと実感した」というពぢがࡗ࠶た。実㊶的な学びを通じ、௒ 
ᚋの実習や⌧ሙでの活用が期ᚅされる。 

・እ㒊デ᩿ᶵとప㟁ᅽを౑用することで、生徒は理ㄽを実㝿の作業に㐺用する᪉ἲを学ぶことができ 

た。 

・እ㒊デ᩿ᶵは᭱᪂のᢏ術を౑用していることから、生徒はこれを通じて᭱᪂の自動㌴ᢏ術やデ᩿᪉ 

ἲを学ぶことができた。 

【能力・スキル】 

・デジタルリテラシー・アントレプレナーシップ 

【関連企業】 ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学  ᰯ
 活動についてࡳㄪ理科の取り組ڦ

㸴ḟ産業化を᥎進する越生特産物加工研究所と連携をᙉ化、地域特産品で࠶る「梅」「ゆず」を活用 

したレシピ㛤発、商品化を中心に地域ㄢ㢟の解Ỵにつながる取り組ࡳを実施。 

ከくの取り組ࡳ活動は、ゴールを設定してㄪ理実習を中心にレシピ考案やプレࢮン、࣐ーケティング 

にᚲ要な能力スキル㛤発を組ࡳ合ࢃせるプロジェクトᆺで᥎進した。 

 
 

生徒の授業᣺り㏉りと感᝿ 

እ㒊デ᩿ᶵの౑い᪉のㄝ  ᫂

【授業名・プロジェクト名】「⤥㣗業ົを学ぶ㸦大㔞ㄪ理㸧」 
１・㸰・㸱年ㄪ理科７月㸱᪥㸦Ỉ㸧「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・学ᰯ⤥㣗のㄪ理受クを行うᮾὒ㣗品による⤥㣗業⏺、大㔞ㄪ理に関する授業を実施。 

・学ᰯ⤥㣗஦業の業ົ概要と、ල体的な�᪥の業ົのὶれについてᫎീを஺えて、ྛ工⛬ẖの実施ෆ 

ᐜと業ົのポイントについてヲしく理解させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒は「⾨生⟶理」の㔜要性を理解し、㣗中ẘや␗物ΰධ㜵Ṇのල体的な対⟇をព㆑できるように 
なࡗた。また、「時間⟶理」や「⣲᪩い行動」が効⋡的な⤥㣗ᥦ౪にᚲ要୙ྍḞで࠶ることを学 
び、実㊶にྥけた行動ィ画を考える力が㣴ࢃれた。さらに、チー࣒࣡ークの㔜要性を認㆑し、「༠ 
力」や「コ࣑ュࢽケーシࣙン」をព㆑してᙺ割ศᢸや連携を進めるጼໃを身につける成果がࡗ࠶ 
た。 

【能力・スキル】 

コンセプチュアルスキル ・アントレプレナーシップ 

 【関連企業】ᮾὒ㣗品株式会社 
 

【授業名・プロジェクト名】「特産品ランチ学ෆ販売㸦さࢇちࡻう㣗ᇽэ㸱年ㄪ理科というព࿡㸧 
㸱年ㄪ理科７月１㸴᪥㸦ⅆ㸧「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏ授業では、஦๓授業の大㔞ㄪ理の実㊶を通じて、越生町の特産品で࠶る梅やゆずを活用した᪂た 
なレシピを考案・ヨ作し、グループで完成させる。ᰯෆプレࢮンにより㑅ฟされた㸰つのレシピを 
ᥦ౪するᙧで、ㄪ理科ヨ㣗ᐊを㣗ᇽにぢ❧てた販売イ࣋ントを実施する。 

・生徒は教員のサポートを得ながらཎ౯ィ⟬と販売౯᱁設定を行い、஦๓の:(%⏦㎸による㟂要ண 
 や㣗品ロスᢚṆに取り組む。また、ᰯෆでのポスターや616での࿘知活動、効⋡的なオ࣌レー 
シࣙンィ画、㣗ๆの自作な࡝も行い、㸶㸮㣗の完売を目ᣦす。これらの୍連の活動を通して、実㊶ 
的なスキルや学びを深める。 

 
 
 
 
 
 

 
 

ᮾὒ㣗品による⤥㣗業⏺・大㔞ㄪ理に関する授業のᵝ子 

ヨ行㘒ㄗしてレシピを考案 ஦๓ண⣙を☜認生徒が会ィもᢸᙜ 
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する。 
・ప㟁ᅽを౑用することで、Ᏻ඲に㟁Ẽ回㊰をᢅう᪉ἲを学ࡤせる。これにより、感㟁やⅆ⅏な࡝のリ 

スクを᭱ᑠ㝈にᢚえᏳ඲の理解を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒はእ㒊デ᩿ᶵの᧯作を実㊶し、「᪂㩭で学びがከかࡗた」「実㝿にゐれて理解が深まࡗた」と 
のኌがከく⪺かれた。 

また、పᅽ㟁Ẽについては感㟁の༴㝤性やᏳ඲対⟇の㔜要性を学び、「Ᏻ඲ព㆑が高まࡗた」「㟁 
Ẽ自動㌴ᩚഛにはṇしい知㆑がᚲ要だと実感した」というពぢがࡗ࠶た。実㊶的な学びを通じ、௒ 
ᚋの実習や⌧ሙでの活用が期ᚅされる。 

・እ㒊デ᩿ᶵとప㟁ᅽを౑用することで、生徒は理ㄽを実㝿の作業に㐺用する᪉ἲを学ぶことができ 

た。 

・እ㒊デ᩿ᶵは᭱᪂のᢏ術を౑用していることから、生徒はこれを通じて᭱᪂の自動㌴ᢏ術やデ᩿᪉ 

ἲを学ぶことができた。 

【能力・スキル】 

・デジタルリテラシー・アントレプレナーシップ 

【関連企業】 ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学  ᰯ
 活動についてࡳㄪ理科の取り組ڦ

㸴ḟ産業化を᥎進する越生特産物加工研究所と連携をᙉ化、地域特産品で࠶る「梅」「ゆず」を活用 

したレシピ㛤発、商品化を中心に地域ㄢ㢟の解Ỵにつながる取り組ࡳを実施。 

ከくの取り組ࡳ活動は、ゴールを設定してㄪ理実習を中心にレシピ考案やプレࢮン、࣐ーケティング 

にᚲ要な能力スキル㛤発を組ࡳ合ࢃせるプロジェクトᆺで᥎進した。 

 
 

生徒の授業᣺り㏉りと感᝿ 

እ㒊デ᩿ᶵの౑い᪉のㄝ  ᫂

【授業名・プロジェクト名】「⤥㣗業ົを学ぶ㸦大㔞ㄪ理㸧」 
１・㸰・㸱年ㄪ理科７月㸱᪥㸦Ỉ㸧「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・学ᰯ⤥㣗のㄪ理受クを行うᮾὒ㣗品による⤥㣗業⏺、大㔞ㄪ理に関する授業を実施。 

・学ᰯ⤥㣗஦業の業ົ概要と、ල体的な�᪥の業ົのὶれについてᫎീを஺えて、ྛ工⛬ẖの実施ෆ 

ᐜと業ົのポイントについてヲしく理解させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒は「⾨生⟶理」の㔜要性を理解し、㣗中ẘや␗物ΰධ㜵Ṇのල体的な対⟇をព㆑できるように 
なࡗた。また、「時間⟶理」や「⣲᪩い行動」が効⋡的な⤥㣗ᥦ౪にᚲ要୙ྍḞで࠶ることを学 
び、実㊶にྥけた行動ィ画を考える力が㣴ࢃれた。さらに、チー࣒࣡ークの㔜要性を認㆑し、「༠ 
力」や「コ࣑ュࢽケーシࣙン」をព㆑してᙺ割ศᢸや連携を進めるጼໃを身につける成果がࡗ࠶ 
た。 

【能力・スキル】 

コンセプチュアルスキル ・アントレプレナーシップ 

 【関連企業】ᮾὒ㣗品株式会社 
 

【授業名・プロジェクト名】「特産品ランチ学ෆ販売㸦さࢇちࡻう㣗ᇽэ㸱年ㄪ理科というព࿡㸧 
㸱年ㄪ理科７月１㸴᪥㸦ⅆ㸧「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏ授業では、஦๓授業の大㔞ㄪ理の実㊶を通じて、越生町の特産品で࠶る梅やゆずを活用した᪂た 
なレシピを考案・ヨ作し、グループで完成させる。ᰯෆプレࢮンにより㑅ฟされた㸰つのレシピを 
ᥦ౪するᙧで、ㄪ理科ヨ㣗ᐊを㣗ᇽにぢ❧てた販売イ࣋ントを実施する。 

・生徒は教員のサポートを得ながらཎ౯ィ⟬と販売౯᱁設定を行い、஦๓の:(%⏦㎸による㟂要ண 
 や㣗品ロスᢚṆに取り組む。また、ᰯෆでのポスターや616での࿘知活動、効⋡的なオ࣌レー 
シࣙンィ画、㣗ๆの自作な࡝も行い、㸶㸮㣗の完売を目ᣦす。これらの୍連の活動を通して、実㊶ 
的なスキルや学びを深める。 

 
 
 
 
 
 

 
 

ᮾὒ㣗品による⤥㣗業⏺・大㔞ㄪ理に関する授業のᵝ子 

ヨ行㘒ㄗしてレシピを考案 ஦๓ண⣙を☜認生徒が会ィもᢸᙜ 
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生徒のプレࢮンテーシࣙン ᑂᰝ員ㅮホ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【成 果】 

・生徒はデジタルリテラシー、࣐ーケティング、ᛮ考力、アントレプレナーシップを発᥹育成しなが 
ら、大㔞ㄪ理から販売までの୍連のプロセスを成ຌさせることができた。㸶㸮㣗の完売とΰ஘のな 
い㐠Ⴀを実⌧し、㣗品ロスᢚṆの㔜要性や地域㈨※を活用したㄢ㢟解Ỵのព㆑を高める成果を得る 
ことができた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】なし 
 
【授業名・プロジェクト名】「チࣙコレートプロジェクト」 
㸱年ㄪ理科㸦�月～㸱月㸧「ㄪ理実習」・「ㄪ理理ㄽ・「㣗品」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏプロジェクトは、越生町の特産品で࠶る梅やゆずとその㸴ḟ産業化商品を活用し、バレンタイン 

商ᡓにྥけたチࣙコレートレシピの㛤発と販売を目ᣦす取り組ࡳ。 

・特産品や㸴ḟ産業について学ࢇだᚋ、ᒣ手ㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学ᰯのᣦᑟを受けてヨ行㘒ㄗしながらレシピ 

を考案する。 

・Canvaを活用したプレࢮン㈨ᩱ作成や発表を通じて,C7スキルを☻き、ᑂᰝ会の㐠Ⴀでは୺体性や༠ 

ാ力を発᥹させる。プレࢮンテーシࣙンにおいては、ㄽ理的ᛮ考や表⌧力も育成する。 

・⌧ᅾ、㑅ฟされたレシピを基に〇品化や⟽ワめの‽ഛを進めており、㸰月の販売時には生徒が売ሙに 

❧ち、商品と地域の3Rを目ᣦす。 

 
 
 
 
 

 
 

ᑂᰝ員ヨ㣗 㑅ฟされた販売ண定のチࣙコレート 
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生徒のプレࢮンテーシࣙン ᑂᰝ員ㅮホ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【成 果】 

・生徒はデジタルリテラシー、࣐ーケティング、ᛮ考力、アントレプレナーシップを発᥹育成しなが 
ら、大㔞ㄪ理から販売までの୍連のプロセスを成ຌさせることができた。㸶㸮㣗の完売とΰ஘のな 
い㐠Ⴀを実⌧し、㣗品ロスᢚṆの㔜要性や地域㈨※を活用したㄢ㢟解Ỵのព㆑を高める成果を得る 
ことができた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】なし 
 
【授業名・プロジェクト名】「チࣙコレートプロジェクト」 
㸱年ㄪ理科㸦�月～㸱月㸧「ㄪ理実習」・「ㄪ理理ㄽ・「㣗品」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏプロジェクトは、越生町の特産品で࠶る梅やゆずとその㸴ḟ産業化商品を活用し、バレンタイン 

商ᡓにྥけたチࣙコレートレシピの㛤発と販売を目ᣦす取り組ࡳ。 

・特産品や㸴ḟ産業について学ࢇだᚋ、ᒣ手ㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学ᰯのᣦᑟを受けてヨ行㘒ㄗしながらレシピ 

を考案する。 

・Canvaを活用したプレࢮン㈨ᩱ作成や発表を通じて,C7スキルを☻き、ᑂᰝ会の㐠Ⴀでは୺体性や༠ 

ാ力を発᥹させる。プレࢮンテーシࣙンにおいては、ㄽ理的ᛮ考や表⌧力も育成する。 

・⌧ᅾ、㑅ฟされたレシピを基に〇品化や⟽ワめの‽ഛを進めており、㸰月の販売時には生徒が売ሙに 

❧ち、商品と地域の3Rを目ᣦす。 

 
 
 
 
 

 
 

ᑂᰝ員ヨ㣗 㑅ฟされた販売ண定のチࣙコレート 
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